
 

 

２ 平成２４年観光入込客数及び観光消費額調査結果の概要  

 

 （１） 全体概況  

京都市を除く府内観光入込客数は、東日本大震災の影響から一定回復した地域

もあったものの、北部地域の厳冬や京都府南部地域豪雨災害の発生、国民文化祭

終了による減等もあり、前年に比べ約１２万人（０．４％）減少の約２,６２１万

人となりました。それに伴い、観光消費額も前年に比べ約２億円（０．５％）減少の

約４５３億円となりました。 

 

    また、京都市の宿泊者数は、東日本大震災の影響を受けた前年（平成２３年）の

１,０８７万人から１２％増の１,２２１万人となりました。震災による自粛ムー

ドの緩和等が大きく寄与したと考えられ、外国人宿泊客数についても前年比 

６４％増の８４万人となりました。 

 

 （２） 地域別増減要因（推定）（京都市除く）  

 

<乙訓･山城地域>（減少） 

震災の影響からの一定の回復や、新規イベントの開催等による増加要因はあった  

ものの、京都府南部地域豪雨災害や台風等よる夏の入り込みの減、平成２３年に観

光客数の下支えをしていた国民文化祭の終了、主要観光地での改修等もあり、地域

全体として減少。入込客は前年比９８．０％となった。  

 

<南丹地域>（増加） 

天候不順により一部で減少がみられるものの、るり渓、スプリングスひよし等  

のレジャー施設で震災からの影響が一定回復したこと、湯の花温泉が前年に引き

続き堅調に入込客を伸ばしたこと等により、地域全体として増加。入込客は前年

比１０１．７％となった。  

 

<中丹地域>（増加） 

２月の厳冬の影響や国民文化祭終了等による減少が見られるものの、新たに開  

業した舞鶴赤れんがパークや綾部の温泉施設の入込客数が好調であったこと、舞

鶴港とれとれセンター等が入込客数を順調に伸ばしたことから、地域全体として

増加。入込客は前年比１０４．８％となった。  

 



 

 

<丹後地域>（減少）  

平成１９年以降、丹後地域の入込客数は減少傾向にあり、震災の影響からの一

定の回復や、観光施設のリニューアル等の増加要因はあるものの、減少に歯止め

をかけるまでには至らず、地域全体として減少。減少要因としては２月の厳冬、

原油価格高騰等による府外客の減少等があり、入込客は前年比で９８．０％とな

った。  

  


